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会長挨拶         会長 室原 國彦さん 

  皆さん、こんにちは。本

日のスピーカーとして、藤

野直子様をお迎えしていま

す。後ほど、卓話よろしく

お願いします。楽しみにし

ています。 

 本日は、「世界三大ダイヤ

モンド」のお話をします。

私は以前の会社で、宝飾展示販売を企画担当していた

時期があり、名古屋駅前のキャッスルプラザホテル等

で、宝飾の展示販売会を行っていました。当時は、仕事

上、宝飾品の勉強をしていました。ダイヤモンドの品質

管理は GIA（米国宝石学会）提唱した４C です。１．

Carat（カラット）＝重さ ２．Color（カラー）＝色 

３．Clarity（クラリティ）＝傷 ４．Cut（カット）＝

研磨 です。このレベルが高ければ高いほど価値が高

まります。 

 現在のダイヤモンド事情は、技術の進歩により、人工

的にダイヤモンドを作ることができる時代になりまし

た。見た目や輝きは天然のものとほとんど変わりませ

ん。ただ一つ違うのは、何十億年という時間を経て生ま

れたかどうかです。私は宝飾に携わった経験から、ダイ

ヤモンドの価値とは、美しさだけでなく、そこに重ねら

れた時間や物語にあると感じています。カリナン・ダイ

ヤモンドですが、1905 年、南アフリカで発見された、

世界最大のダイヤモンドで、原石は 3,100 カラットを

超えていました。しかし、そのままでは価値にはなら

ず、高度な技術と勇気ある決断によって 105 個に分割・

研磨されました。中でも有名なのが「カリナンⅠ」530

カラット、別名「アフリカの星」と呼ばれるダイヤモン

ドで 1000 億円以上の価値があると言われています。

現在は英国王室所在で象徴として、人々の敬意を集め

ています。コ・イ・ヌールダイヤモンド。13 世紀頃に

インドで発見され、数百年にわたり、インド、ペルシャ、

そしてイギリスへと受け継がれてきました。「光の山」

という意味を持つこの 105 カラットのダイヤモンドで

金額算定不能と言われています。この石の価値は、輝き

の美しさ以上に、長い年月、守られ、受け継がれてきた

歴史そのものにあります。 

 深い青色が印象的な 17 世紀に、インドで発見された

ホープダイヤモンドです。映画「タイタニック」で世界

的な知名度を得たダイヤモンドです。  かつては所

有者に不幸をもたらすと言う伝説が広まり、「呪いのダ

イヤ」として恐れられましたが、45.52 カラットで 500

億円以上の価値があると言われています。現在はワシ

ントン DC のスミソニアン博物館に展示されています。

宝飾の世界には、1947 年にデビアス社が生んだ「ダイ

ヤモンドは永遠」という言葉、優れたコピーがありま

す。この言葉は、ダイヤモンドの物理的特性と人の感情

を、見事に結びつけた点にあります。この言葉によっ

て、ダイヤモンドは「売るもの」ではなく「受け継ぐも

の」、中古市場に出さない文化が世界中に定着しました。 

 来週火曜日に創立 60 周年記念式典が開催されます。

私たちロータリークラブも、ダイヤモンドのように、次

世代に素晴らしい歴史と伝統をこれからも繋いでいき

たいと思います。以上会長挨拶でした。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report   

名 古 屋 み な と 

THE MAGIC OF ROTARY  ロータリーのマジック   R.I．会長 フランチェスコ・アレッツォ 

2025～2026

出席報告 

会員 67 名中 56 名     出席率 83.58 % 

〇スピーカー       

有限会社ジャスティス 代表取締役 藤野 直子様    

（名古屋名東ロータリークラブ） 

 

第2774 回例会 №30 

2026 年(令和 8 年)4 月 17 日(金) 晴 

「セイリング－幸せになるために－」 
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ニコ BOX 

 (本日は卓話の機会を頂きありがとうございます。宜

しくお願い申し上げます。) 

名古屋名東 RC 藤野直子様 

  (藤野直子様、本日の卓話よろしくお願いします。) 

                     室原会長 

  (藤野様、本日の卓話宜しくお願い致します。) 

沼野幹事 

  (ゴルフ優勝しました。)         梅田さん 

  (藤野さん、本日の卓話よろしくお願いします。) 

猪子さん 

  (藤野様、本日はようこそお越しくださいました。卓

話を楽しみにしておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。)                     長瀬さん 

 (藤野さん、ようこそおこし下さいました。卓話楽し

みにしております。)        橋本(美)さん 

                          

本日合計       27,000 円 

累  計     1,771,776 円 

委員会報告 

「創立 60 周年記念式典について」 

創立 60 周年記念事業実行委員会    橋本美穂さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立 60 周年記念式典がいよいよ来週に迫り、委員会

でも最終準備を進めております。当日は良い会となる

よう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

まず、集合時間についてご案内いたします。役割ごと

に時間が異なりますので、ご確認をお願いいたします。 

親睦委員の皆様は 15 時集合、受付担当の皆様は 15 時

45 分までに来場し、簡易受付を済ませたうえで持ち場

へ（16 時受付開始）、その他、テーブル担当・接待担当

の皆様は 16 時 30 分までに受付をお済ませください。

ご不明点がありましたら、本日中に私までお声がけく

ださい。 

次に、当日の運営についてです。全員にたすきを着用

していただきます。親睦委員は通常のたすきに加えて

もう 1 本、S.A.A.・副 S.A.A.は赤いたすき、それ以外

の皆様には「名古屋みなとロータリークラブ」のたすき

を受付にてお渡しいたします。また、今回は席次表の配

布はございません。受付時にテーブル記号のカードを

お渡ししますので、ご自身の席をご確認のうえご着席

ください。場所が分からない場合は、親睦委員がご案内

いたします。 

続いて、来賓テーブルの担当者についてご案内いた

します。該当される方には、受付時に来賓用の席次表を

お渡しいたします。同席される来賓の方をご確認のう

え、笑顔でのおもてなしをお願いいたします。当日はど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

幹事報告 

【掲示物】 

・志願者募集説明会&カルチャーフェアーチラシ 

★出欠リスト 

・6 月26 日(金)～28 日(日) 釣りとゴルフ in Okinawa 

【地区】 

・4 月 16 日 第 7 回グローバル奨学生・平和フェロー

委員会 

（出席：長瀬さん） 
 

【配布物】 

・第６回クラブ戦略委員会のご案内 
 

【その他】 

・食事ロスと欠席連絡について 

ここ数ヶ月統計を取った結果、食事のロスが発生し

ております。改めて締め日についてお知らせいたし

ます。例会が金曜日にある週は、週初めの月曜日中

までに、欠席が分かっている方は必ずご連絡をお願

いいたします。 

・中村さんお別れの会について 

5 月 8 日（金） 10:00～12:30  

名古屋マリオットアソシアホテル 16 階 アイリスで

行われます。出席していただける方は忘れずに、よ

ろしくお願い致します。 
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卓話 

「子どもの未来を拓く『ひとりも取りこぼさない』 

地域社会へ」 

   有限会社ジャスティス 代表取締役 藤野 直子様    

（名古屋名東ロータリークラブ） 
 

本日は、一般社団法人愛知

こども応援プロジェクトの

取り組みについてお話しさ

せていただきます。もともと

は名古屋名東ロータリーク

ラブの中で、2017 年に子ど

も支援の仕組みを立ち上げ

たことが始まりです。その後、

活動が大きく広がり、現在は

一般社団法人として外に出て活動しておりますが、「名古

屋名東ロータリークラブ発祥の団体」という位置づけで

活動を続けております。 

私どもは、子ども食堂や学習支援を自ら運営するので

はなく、愛知県内でそうした活動を行っている団体が「や

めないで続けられるように」後方支援を行っています。現

在、約 320 団体と連携し、食料支援や学習支援、進学支

援、自立支援、就労支援など、多角的な支援を行っていま

す。 

日本では「相対的貧困」という考え方で貧困が測られて

おり、最新の調査では子どもの貧困率は 11.5％、いわゆ

る 9 人に 1 人が貧困状態にあります。特にひとり親家庭

では 44.5％と、約 2 人に 1 人という非常に厳しい状況で

す。また、生活が苦しいと感じている世帯は 54％を超え

ており、統計には表れにくい「見えない貧困」が広がって

います。 

こうした状況の中で起きている大きな問題の一つが、

経済格差によって生まれる教育格差です。文部科学省の

調査でも明らかになっている通り、世帯年収が高いほど

子どもの学力は高くなる傾向があります。これは決して

子ども本人の努力や能力だけの問題ではなく、育つ環境

による影響が大きいということです。 

実際、教育には多くの費用がかかります。学習塾や習い

事、教材費など、家庭がどれだけ教育にお金をかけられる

かによって、子どもが得られる学習機会には大きな差が

生まれます。もちろん、厳しい環境の中でも努力して成果

を出す子どももいますが、全体として見ると、経済状況が

学力に影響しているのは明らかです。 

さらに、学習のつまずきは早い段階で起こります。特に

小学校 2 年生頃、掛け算や漢字でつまずいてしまうと、

その後の学習全体に影響が出てしまいます。本来であれ

ば家庭でフォローすることが望ましいのですが、困難を

抱える家庭ではそれが難しい場合が多く、結果として学

力差が広がってしまいます。 

また、教育格差は単なる学力の問題にとどまりません。

子どもたちは「どうせ自分はできない」「無理だ」といっ

た諦めの気持ちを持つようになり、自己肯定感の低下や

社会的孤立にもつながっていきます。これがやがて進学

や就職にも影響し、貧困の連鎖を生む要因となっていま

す。 

加えて、近年注目されている「非認知能力」も重要です。

忍耐力や協調性、意欲、コミュニケーション能力といった

数値では測れない力は、幼少期から 9 歳頃までの経験に

よって大きく育まれるとされています。お腹いっぱい食

べる、楽しい時間を過ごす、安心できる環境にいるといっ

た経験が、子どもの将来に大きな影響を与えます。一方

で、厳しい環境の中でそうした経験が不足すると、成長に

も影響が出てしまいます。 

このような背景から、家庭や学校以外に安心して過ご

せる「第三の居場所」が非常に重要になります。子ども食

堂はその代表的な存在であり、単なる食事提供の場では

なく、安心できる居場所であり、学習支援や地域とのつな

がりを生む場でもあります。 

しかし、子ども食堂は誰でも立ち上げることができる

一方で、継続することが非常に難しく、場所・人材・食材

の確保、安全管理、情報発信など、多くの課題があります。

そこで私どもは、そうした活動を支える後方支援を行っ

ています。 

活動の中で特に重視しているのは、「まずお腹を満たす」

ということです。愛知県内 15 か所に食料支援の拠点を設

け、支援物資を届けていますが、これは単なる配布ではあ

りません。支援物資は、困難を抱える家庭とつながり続け

るためのツールです。最初は扉を少し開けて受け取るだ

けだったご家庭が、回を重ねるごとに少しずつ心を開き、

やがて中に入って話ができるようになる、そうした関係

づくりにつながっています。 

その中で、企業の皆様からのご支援は大きな力となっ

ています。遠州屋様からは、コロナ禍の頃から継続して高

品質なお菓子をご寄付いただいております。社長様が「子

どもに喜ばれるか」と心配されていたこともありました

が、現場では「子どもほど美味しいものが分かる」と言わ

れるほど、大変喜ばれています。こうした体験が、子ども

たちの心の豊かさにつながっています。 

また、名北工業様には寄付型自動販売機の設置にご協

力いただいております。この自販機は、1 本売れるごとに

売上の一部が「実家基金」として寄付される仕組みで、継

続的な支援を可能にしています。お話をさせていただい

た際には、その場で設置を決めていただき、大変感謝して

おります。 

この「実家基金」は、困窮支援ではなく「教育機会を逃

さないための支援」を目的としています。例えば、部活動

の遠征費や日常のわずかな費用が用意できないことで、

子どもが機会を失ってしまうことがあります。そうした

状況を防ぐための支援です。また、「居場所基金」は子ど

も食堂などの運営を支えるために活用されています。 

さらに、クリスマスケーキの配布などを通じて、支援員

が直接家庭と関わり、継続的なつながりを築いています。

活動の中で行ったアンケートでは、95％の子どもが「居

場所があってよかった」、97％が「今後も利用したい」と

回答しており、その必要性を強く実感しています。 

見た目では分かりにくい「見えない貧困」が広がる中

で、子どもたちが困難に直面したときに頼れる場所や人

が地域にあることが重要です。 

私どもは、これからも一人でも多くの子どもが自力で
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生きていけるよう支援を続けてまいります。ここでいう

自力とは、自分一人の力だけではなく、他者を頼る力や甘

える力も含めたものと考えております。 

そのような意味において、ロータリアンやロータリー

クラブは、子どもたちにとって頼ることのできる存在で

あると感じております。今後ともご支援のほど、よろしく

お願い申し上げます。本日はご清聴ありがとうございま

した。 

 

第 6回 創立 60周年記念実行委員会 

と き 4 月 17 日（金）13：40～ 

ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

17 階「桐」 

出席者 室原 猪子 寺本 棚橋 山内 長瀬 

 梅田 杉江 芹澤 鈴木 水谷 村田 

橋本（修） 加藤（嗣） 加藤（昌） 

橋本（美） 久留宮 沼野 森 

加藤（博） 事務局藤田  

21 名（敬称略） 

テーマ： Your smile is my smile  

「喜ばれることに 喜びを」 

 

1.会長挨拶（室原） 

・4/21(火)を控えて、ここまで寺本委員長を中心に

膨大なお時間を使って準備を進めていただいた。式

典と家族旅行会までがセットで記念事業となるの

で、来週にエネルギーを集中して成功させたい。引

き続きご協力をお願いする。 

 2．会長エレクト挨拶（猪子） 

・いよいよあと少しのところまできた。当日は私も

がんばってタキシードを着て皆様をお迎えしよう

と考えているので、皆さんのご協力をいただいて成

功させたい。 

3. 本日の協議内容について（寺本） 

・いよいよ最終打ち合わせとなるので、本日のうち

に不明な点があれば、しっかり出しておいていた

だきたい。 

4. 記念式典について［山内・橋本(美)］ 

・a）当日の役割分担について 

［別紙資料参照］ 

  ⇒ 各テーブルの接待係が当日来賓各位に記念品をお

渡しするのが祝宴中にあるので、 念頭に入れてお

く。 

 ・b）当日の進行詳細について［別紙資料参照］ 

  ⇒  若干追加になった項目があるので、あらためて通

読して注意していただきたい。 

 ・c）当日の席次表・会場案内図について 

［別紙資料参照］ 

  ⇒  全体の動きをイメージして、タイムスケジュール

と参照しながら動きを確認する。 

    ・全員分の配席について、当日はテーブルに名前札

が掲示される。 

 

５. 当日配布プログラム［村田］ 

   ・完成見本を全員で回覧し、最終校正を行う。 

   ・ギリギリ出欠の変更があるので、修正版を作成し

て当日配布するよう準備する。 

６. 記念品について［長瀬］ 

  ・4/20(月)にホテルに直接納品するスケジュールで

進めている。 

  ・製作担当したメーカーの方から、「こんなにおめで

たいお席にお使いいただけるのは大変光栄です。誠

心誠意お作りしましたので、くれぐれも皆様に御礼

をお伝えください」とメッセージをいただいている。 

７．まとめ［鈴木］ 

  ・当日は万全の体調で、「笑顔」で皆さんをお迎えし

ましょう！ 

 

名古屋みなとロータリークラブ事業実施予定 

 

 

 

 

 

月 日 今後の例会予定 

4 24 

例会変更 4/21（火） 

創立 60周年記念式典 

16F「タワーズボールルーム」 

5 

1 休会 

8 港友例会        17F「コスモス」 

15 

例会変更 5/14（木）-15（金） 

家族旅行会 

能登復興支援『千の光、千の未来 プロジェ

クト』と和倉温泉旅行 

22 

卓話          17F「コスモス」 

愛知大学地域政策学センター研究員 

(元愛知大学教授・元地域政策学部長)     

新井野 洋一様 

29 休会 

6 

5 第 3回クラブフォーラム 17F「コスモス」 

12 退任挨拶        16F「アイリス」 

19 休会 

26 休会 


